
実践に取り組んでいきたいが何から始めればよいのかわからない

エネルギー価格高騰対策としてコストカットを進めたい

脱炭素経営を推進する必要性が実はイマイチ腹落ち出来ていない

社内で浸透せずに困っている、従業員の意識をあげたい

開催詳細はウラ面に記載

群馬県の環境先進企業冬木工業と、脱炭素経営を支援するNTT東日本グループが実施する

“これから脱炭素経営を始めたい”

中小企業の皆さまにおすすめのイベント
※中小企業・県内企業以外でもご参加が可能です。

群馬県 × 冬木工業 × NTT東日本グループ共催

ぐんま脱炭素経営 体験DAY

無料

【主催】

群馬県産業経済部（ぐんま未来イノベーションLAB）・冬木工業株式会社・NTT東日本株式会社 群馬支店・株式会社NTTDXパートナー

【事務局】

株式会社NTT DXパートナー ソリューションデザイン事業部 / お問い合わせ先は裏面をご覧ください。

※本イベントは、ぐんま未来イノベーションLABのLAB企画として実施いたします。

カーボンニュートラルについて知り・学ぶ

ワークショップ&セミナー
令和7年12月8日（月） 13:30~16:00

 in 群馬県庁舎32F NETSUGEN

参加費

こんなお悩みを抱えている方、ぜひご参加ください！

まずは体験しながら気づきを得る

参加型ワークショップ
さらに理解を深める

実践セミナー&個別相談会



専門家・実際に導入している地域企業の生の声が聞ける

今すぐに導入できる省エネソリューションが学べる

体験＋知識＋実践のアドバイスが1日で獲得できる

講師

冬木工業（株）
SX担当 サブマネージャー

桑原 ひとみ

「2050カーボンニュートラル」とは？

スケジュール

13:00　受付開始

13:30　開会のご挨拶

13:35　参加型ワークショップ

15:20　脱炭素経営実践セミナー

16:00　閉会のご挨拶

16:05　個別相談会（自由参加）

17:00　終了

参加者が企業や市民などの立場を演じ、経済活動と環境対策の両立を目

指しながら、2050年カーボンニュートラルを体験的に学ぶシミュレー

ションゲームです。社会の仕組みを再現したゲームを通して、個人の行

動が社会に与える影響を楽しみながら学べます。

脱炭素経営実践セミナー

講師

（株）NTT DXパートナー
ソリューションデザイン事業部

松田　一朗
経営方針の策定や温室効果ガス排出量の可

視化や省エネまで幅広いテーマで企業のサ

ステナビリティ推進を支援。

コスト削減に繋がる省エネの進め方の事例

やお取り組み事例についてご紹介します。

冬木工業のサステナビリティ推進を担当。

自社における取り組みや、取引先と共に

取り組むサプライチェーン全体での取り組

みについてお話しします。

上記に加えて、ぐんま未来イノベーションLABより今後活用可能な支援体制・補助金の情報についてもお話しいたします。

※記載されている情報は2025年11月1日現在のものです。セミナー内容は変更になる可能性がございます。

環境先進企業を目指して取り組みを進める冬木工業と脱炭素経営を支援するNTT DXパートナーが生の声をお届けします！

本イベントに参加いただくメリット

お申し込み方法（先着順36名）　
ご参加は1社4名までです。下記の二次元コードよりお申し込みください。
本イベントに関するお問い合わせ・取材の依頼は事務局までご連絡ください。
尚、本イベントは企業向けのため個人の方・フリーランスの方・主催者や参加者
に対する営業目的の方のご参加はお断りしております。予めご了承ください。

【参加費】
無料
【お申し込み締め切り】

12月1日  17:00まで

ぐんま脱炭素経営 体験DAY イベント事務局

株式会社NTT DXパートナー
ソリューションデザイン事業本部 SX担当

HP：https://www.nttdxpn.co.jp/

メール：info@nttdxpn.co.jp

※本件イベントに関して群馬県庁・冬木工業への直接のお

問い合わせはお控えください。

※本件に関するお問い合わせの際には「12/8 SXイベントの

件」とメールにご記載ください。尚、代表番号でのお問い

合わせには対応しておりません。

お問い合わせ

難しいと思っていたが

ゲームを通して脱炭素

の理解が進みました。

（過去参加者より）

省エネ対策はよくわから

ず敬遠していたが、自分

たちにもできそうだと感

じた（過去参加者より）

株式会社プロジェクトデザインが開発した”2050カーボンニュートラル

カードゲーム ”サイト(https://www.projectdesign.co. jp/2050-

carbon-neutral/)  から許可を得て使用しています。


